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概要
香川大学では，出張申請の作成を支援するエージェントを内製開発した．本論文では，内製開発した出張申請作
成エージェントについて述べる．

1 はじめに
2025年 1月に文部科学省は，教員の研究活動時間が
減少傾向にあり，教育活動及びその他の職務活動（学
内事務等）の割合が増加していることを報告した [1]．
特にこの中で，学内事務（各種手続き等）に費やす時
間が増加していることが明らかとなった．
香川大学では，研究活動時間を確保すべく学内手続
きである出張処理業務について，出張処理業務を担当
する事務部門にインタビュー調査を実施した．インタ
ビュー調査では，「自分の部局では年間 1000件程度の
出張があり，出張者の負担軽減のため最低限の項目を
Excel 形式の申請書に記載したうえで提出してもらっ
ているが，入力項目が不足しており，出張者である教
員と部局事務担当者の間で多くの問い合わせ対応が発
生している」など出張処理業務には多くの課題がある
ことがわかった．
本論文では，研究活動時間を確保すべく，学内手続
きである出張処理業務について業務工数の削減を目的
とした出張申請作成エージェントの内製開発について
述べる．2章は関連研究・サービスについて述べる．3

章は出張申請作成エージェントについて述べる，4 章

は考察を述べる．5章はまとめを述べる．

2 関連研究・サービス
Sundar [2] は，AI の支援による段階的な手順の案
内や書類作成の自動化等が，利用者自身に手続きを効
率的に完了するためのツールを持つという主体的な体
験を与え，利用者のポジティブなユーザーエクスペリ
エンスの礎となると述べた．
株式会社 TOKIUM は，2025 年 7 月よりホテルや
移動手段を提案し予約までおこなう「TOKIUM AI出
張手配」 [3]の提供を開始した．TOKIUM AI出張手
配は，自然言語で依頼するだけで，最適な移動ルート
やホテルの提案，出張の事前申請の作成までを一貫し
てエージェントが実行し，さらに人間のスタッフと連
携し，申請に基づいて予約まで完了するサービスとさ
れる．エージェントは，最終的なアウトプットが当初
の要望と一致しないこともある．これは，指示の曖昧
さなどから生じる問題で，そのためにヒューマン・イ
ン・ザ・ループ [4]と呼ばれる，人間がレビュアーとし
て関与して品質を高める手法が用いられ，TOKIUM

のサービスでも本手法が用いられている．
米国のAIスタートアップであるAnthoropic [5]は，



図 1 出張申請作成エージェントのユースケース図

図 2 出張申請作成エージェントのコンポーネント図

エージェントのアーキテクチャにはワークフロー型と
エージェント型の 2 種類があると述べた．ワークフ
ロー型は LLM（Learge Language Model） [6]とツー
ルが事前定義されたワークフローにより処理が順次実
行されるシステム，エージェント型は LLMが独自の
プロセスとツールの仕様を動的に解釈し，タスクの達
成方法を制御し続けるシステムとされる．また，LLM
を使用してエージェントを構築する場合，可能な限り
単純な解決方法を選択し，必要な場合のみ複雑にする
ことを推奨した．
関連研究・サービスの調査結果から，本研究では

Anthoropic の提案するワークフロー型のアーキテク
チャを選択し，出張の事前申請に必要最低限の情報と
して，用務に関わる学会シンポジウム等のWeb サイ
トの URL のみを求め，その内容からエージェントが
自動的に出張申請情報を作成し，出張者による確認を
経て部局事務担当者に提出するアプローチで出張申請
作成エージェントを内製開発した．

3 出張申請作成エージェント
図 1は，出張申請作成エージェントのユースケース
図を示す．出張申請作成エージェントは，出張者から

提出されたWebサイトの URLから，出張申請に必要
な情報と，香川大学で既定されている出張先毎の経路
情報を取得し，出張申請情報を作成して出張者に確認
を依頼する．出張者は作成された出張申請情報を確認
し必要に応じて編集し，部局事務担当者に提出する．
図 2は，出張申請作成エージェントのコンポーネン
ト図を示す．出張申請作成エージェントは，Webサイ
ト情報抽出機能，経路情報検索機能，出張申請情報作成
機能から構成される．出張申請作成エージェントは，
Microsoft Forms（以下，Forms）[7]，Microsoft Power

Automate（以下，Power Automate）[8]，Azure App

Service（以下，App Service） [9]，Azure OpenAI（以
下，OpenAI） [10]，Microsoft Teams（以下，Teams）
[11]，Microsoft SharePointを（以下，SharePoint）[12]
を用いて開発された．
出張申請作成エージェントの内製開発では，An-

thoropicが定義したワークフロー型のアーキテクチャ
のうち，プロンプトチェーンを選択した．プロンプト
チェーンは，タスクを一連のステップに分解し，事前
定義されたワークフローにより，各 LLMが呼び出さ
れ，前のステップの出力を処理する．
図 3は，出張申請作成エージェントのシーケンス図
を示す．出張申請作成エージェントは，出張者からの
出張申請を Formsにより受け付け，出張申請で指定さ
れた用務に関わる学会シンポジウム等のWeb サイト
の URL からWeb サイト情報抽出機能が指定された
URLの掲載情報をスクレイピングし，「イベント名」，
「イベント概要」，「開催場所」，「開催場所住所」，「開始
日」，「終了日」を取得する．経路情報検索機能は，「開
催場所住所」から香川大学の既定する標準経路情報の
出張先に存在する都市名に変換し，取得した都市名を
もとに，香川大学の既定する標準経路情報から出張先
までの経路を複数取得する．出張申請情報作成機能は
「Webサイト情報抽出」機能が取得した「イベント名」，
「イベント概要」，「開催場所」，「開催場所住所」，「開
始日」，「終了日」および，「経路情報検索」機能が取得
した出張先までの複数の「経路」をもとに，出張申請
情報を作成し，出張申請 DBに記録し，Teamsにより
Adaptive Card [13]形式で出張者本人に確認を依頼す
る．確認結果は Teams に申請単位で別スレッドとし
て投稿され，部局事務担当者に通知される．同時に，
用務資料や領収書を保存するフォルダを SharePoint

に生成し，出張者には用務資料と領収書のアップロー
ドを促す．申請・報告情報の不足提出資料の不足，不
備に関する連絡については，Teams上のスレッドをコ



図 3 申請受付機能のシーケンス図

図 4 Formsで開発された出張申請フォーム

ミュニケーションの場として利用する．
図 4 は，Forms で開発された「出張申請」画面を
示す．出張申請画面は，用務に関わる学会シンポジ
ウム等の Web サイトの「URL」を求める．図 5 は，
Adaptive Cardで開発された「出張申請情報確認」画
面を示す．出張申請情報確認画面は，出張申請で指定
された学会シンポジウム等の URL をもとに生成され
た出張申請情報の，出張者への確認を求める．

4 考察
Mehr [14] は，煩雑でストレスの多い手続きが利用
者の満足度低下につながっていると述べ，LLM を利
用したエージェントが利用者の体験そのものを変革す
る可能性を秘めていると述べた．
本研究の学術的な貢献は，第一に，学内手続きのひ
とつである出張処理業務における業務工数という課題

に対し，LLM を適用した具体的な実践モデルを提示
した点にある．第二に，エージェントの設計思想とし
て，常に最先端の複雑な技術を追求するのではなく，
解決すべき課題に応じて適切な技術的複雑性のアーキ
テクチャを選択することの重要性を実証した点が挙げ
られる．本研究では，自律的に思考・判断する高度な
エージェントではなく，制御しやすく安定した動作が
期待できるワークフロー型のアーキテクチャを選択し
た．この判断は，実業務における信頼性と保守性を重
視した結果であり，AI技術を現実世界の業務システム
に組み込む際の重要な指針となり得る．

5 おわりに
本論文では，香川大学において内製開発した出張申
請作成エージェントについて述べた ．出張申請作成
エージェントは，出張者が用務に関わる学会等のWeb

サイト URL を専用フォームに入力するだけで，エー
ジェントが必要情報を自動的に抽出・整理し，出張申
請案を作成する．
「ヒューマン・イン・ザ・ループ」は，AIや自動化
システムの設計・運用において，人間が積極的に関与
する仕組みを指す．これは，AI の判断や自動化され
た処理に対して人間が監督・修正・意思決定をおこな
うことで，精度・安全性・倫理性を確保することを目
的としている．本研究では，出張申請作成エージェン
トが生成した申請書案を出張者が確認・修正する点で
「ヒューマン・イン・ザ・ループ」の仕組みが実装され



図 5 Adaptive Cardで開発された出張申請内容確認画面

ている．
本取り組みを通じて，教職員が出張申請のような間
接業務に費やす時間を削減し，本来注力すべき教育・
研究活動へより多くの時間を充当できる環境を整備す
ることができる．Mehrが指摘するように，AIは単な
る業務効率化ツールにとどまらず，煩雑な手続きから
利用者を解放し，その体験自体を再構築する可能性を
秘めている．本研究で得られた知見を基盤とし，さら
にエージェントを効果的に実践・発展させるための研
究を進めていきたい．
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